
職員の自覚を促す不祥事根絶に向けた取組
葛尾村立葛尾中学校

取組の内容
本校では、不祥事防止策に完全なものはないという考えから、様々な機会に様々な方法

で職員の自覚を促す取組を行っています。また、小中学校が１つの校舎を併用して教育活

動を行っていることから、小中の連携を生かした取組も行っています。今年度の主な取組

を３つ紹介します。

１ 不祥事事例をもとに発生後の動きをシュミレートする～職員打合せ・職員会議～

職員打合せや職員会議の際に、機会を見つけては不祥事事例をもとにシュミレートす

る研修を行っています。具体的には実際に起きた事例を自校で発生した問題として捉え、

発生後の動きやそれが及ぼす影響などを話し合い、整理します。最後に、自校の実態を

振り返り、現在の対策が十分であるか検討します。このような研修の積み重ねにより、

実際に発生した問題に冷静に対応できる力を養うとともに、事例の重大さを実感させ危

機管理意識を高めています。

２ 幼小中が連携し不祥事を防止する～小中管理職会・幼小中服務倫理全体会～

毎週火曜日に小中管理職会（小中校長・小中教頭・４名）

を開催し、その中で不祥事につながりそうな様々な課題を共

有したり、年に数回、幼小中共通の課題解決に向けた研修を

行ったりして不祥事の未然防止に努めています。今年度は、

朝夕通勤時の交通事故（特に冬期間）が懸念されることから、

その対応策として「安全運転のために～もしもの時は」のマ

ニュアル（右写真）を作成し職員一人ひとりに配付したり、

近隣の駐在所から警察署員を講師として招聘し、安全な自動

車運転の仕方について注意喚起を促したりする取組を行いま

した。

３ 職員一人ひとりの声を不祥事の防止につなげる～「職場環境改善アンケート」～

学期に１回、不祥事対応を含め、職場環境を改善する

ためのアンケート調査を行っています。無記名で実施し

職員からの忌憚のない意見やアイディアを取り入れ、話

合いを行った上で優先順位をつけて対応しています。ま

た、日常勤務する中で「おや？」と気になる情報や緊急

性のある情報があれば、管理職が最優先で迅速に事実確

認し、対処するよう心がけています。

取組の成果
〇 不祥事事例をもとにシュミレートする研修の機会を通して、交通加害事故や速度超過、

飲酒運転等の絶無に対しての危機管理意識も高まり、他校の不祥事を「他山の石」と捉

え、自校の対策に生かすことができるようになりました。

○ 不祥事にかかわる異各校種間の取組を通して相互理解が深まり、組織全体で不祥事を

根絶しようとする風土に変わりつつあります。また、職員同士がお互いに注意し合う場

面も見られるようになりました。

○ 「職場環境改善アンケート」の実施により、職員同士で気軽に話合いができたり、ア

イディアを管理職に伝えることができたりする職場の雰囲気に変わってきました。

「安全運転のために～もしもの時は」（抜粋）

KJ法で分類、対応の緊急性を「赤→黄→青→紫」の色で表示
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事故発生日時

　　　月　　　　日（　　）　　　　　時　　　　分

自分の車の情報

事故発生時の対応

現場での対応 〔 まずは落ち着いて 〕

車を安全な場所に移動させる。

（二次災害を防ぐため）

負傷者の有無と負傷の程度の確認

教　頭　〇〇〇－〇〇〇〇－〇〇〇〇

家族、保険会社に連絡

警察の事情聴取後、校長に第２報を

   　交通事故防止の「３つの１０」

　　　⑩ ％のスピード減

    ⑩ 分な車間距離

    ⑩ 分早目の出発

　　　葛尾村立葛尾中学校

応急処置

必要に応じて、救急車（119）の要請

警察（110）に事故発生の通報

校長に第１報を入れ、指示を受ける

校　長　〇〇〇－〇〇〇〇－〇〇〇〇

不在時は教頭へ連絡する

≪相手の運転の仕方≫

現場の見取り図 （ 携帯で写真をとる ）

事故現場通行目的と運転速度

≪通行目的≫

≪運転速度≫
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